
一

寄
　
　
稿

巖
谷
小
波
日
記
　
翻
刻
と
注
釈

―
明
治
三
十
八
年
（
一
月
～
四
月
）

―
小
波
日
記
研
究
会

《
ま
え
が
き
》

こ
こ
に
翻
刻
す
る
巖
谷
小
波
の
資
料
は
、
明
治
三
十
八
年
「
当
用
日
記
」
の
一
月
一
日
か
ら

四
月
三
十
日
ま
で
で
あ
る
。
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
従
来
と
同
様
、
原
則
と
し
て
削
除
さ
れ
た

箇
所
は
省
き
、
削
除
さ
れ
て
い
な
い
文
字
は
す
べ
て
翻
刻
す
る
よ
う
に
努
め
た
。
特
記
す
べ
き

点
が
あ
れ
ば
、
各
日
の
末
尾
に
注
で
示
し
た
。

　
　
　

平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
一
日

猪
狩　

友
一

木
村
八
重
子

竹
田　
　

修

中
川
理
恵
子

（
五
十
音
順
）

《
本
文
》

明
治
三
十
八
年　

当
用
日
記

一
月
一
日
（
日
）　

晴

〔
四
方
拝
〕

団
欒
祝
儀

朝
九
時
出
で　

辻
氏
、
日
下
部
、
長
松
、
大
橋
ら

を
経
、
本
町　

大
橋
及
博
文
館
、
帰
途　

元
園
町

両
膝
下
に
参
賀
、
又
日＊

下
部
に
も
赴
く

（
中
食
）　

日
下
部
兄
公
と
謡
曲
二
番

四
時
帰
途　

石
橋
に
よ
る

五
時　

西
村
及　

年
峰
氏
来
賀　

小
酌

夜
無
事　

カ
ル
タ
な
ど

【
一
行
あ
き
】

本
日　

旅
順
降
伏
の
報
あ
り

〔
入
〕
越
高　
　
　

４
０
、０
０

〔
出
〕
源
蔵
祝
儀　
　
　

、５
０

【
注
】
＊
日
下
部
に
も
…
「
日
下
部
」
と
「
に
も
」
の
間
に
一
文
字
（「
兄
」
か
）
見
え
る

が
、
削
除
さ
れ
た
と
見
な
す
。

一
月
二
日
（
月
）　

晴

終
日
在
宿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

／
生
田
＼

午
前　

小
峯
徳
田
来
賀
、　

又
太
田
南
岳
（＊

食
事

午
後　

春
生
冬
生
、
押
川
、
千
葉
来　

夕
方
皆
々
去

夜　

カ
ル
タ
な
ど

本
日
横
須
賀
寉
田
氏
へ
打
電　

明
日
行
く
事
を
約
す

【
注
】
＊
（
食
事
…
閉
じ
の
カ
ッ
コ
「
）」
な
し
。

一
月
三
日
（
火
）　

晴

〔
元
始
祭
〕

朝
八
時
半　

新
橋
発　

千
葉
と
向
横
須
賀

十
時
半
着　

寉
田
氏
来
迎
ふ
（
車
中
秀
島

中
佐
に
會
す
）　

一
寸
水＊

交
社
に
憩
ひ　

後
田
戸

小＊

松
屋
に
赴
く　

中
食
、
寉
田
、
海
戦
談
を
聞
く

四
時
去
て　

小
松
の
別
荘
に
赴
く　

時
に
押
川
来
合

夕
方
よ
り
酒
席　

客
、
小
福
、
久
松
、
明
石
来
訪　

時
に
雨＊

来

汽
車
に
遅
れ
、
遂
に
一
泊
に
決
し　

東
京
へ
打
電

【
一
行
あ
き
】

皇＊

孫
第
三
王
子
御
降
誕



二

〔
出
〕
横
須
賀
旅
費　
　

２
、２
２

　
　

其
他
車
代　
　
　
　

、４
０

　
　

菓
子　
　
　
　
　
　

、８
０

【
注
】
＊
水
交
社
…
海
軍
将
校
の
親
睦
団
体
。『
横
須
賀
案
内
記
』（
軍
港
堂
、
明
治
四
十

一
年
）
に
、
横
須
賀
水
交
社
は
「
軍
港
南
門
の
入
口
右
方
に
あ
り
海
軍
将
校
の
休

憩
娯
楽
又
は
宿
泊
の
場
処
と
す
」
と
あ
る
。　

＊
小
松
屋
…
横
須
賀
田
戸
海
岸
の

料
亭
。　

＊
雨
来
…
「
雨
」
は
別
字
の
可
能
性
も
。　

＊
皇
孫
第
三
王
子
…
高
松

宮
宣
仁
親
王
。
大
正
天
皇
（
当
時
は
皇
太
子
）
の
第
三
皇
子
。

一
月
四
日
（
水
）　

晴

朝
十
一
時
二
十
五
分
帰
京
の
途
に
上
る　

途
に
佐
々
木
信
綱
氏
夫
妻

子
息
、
福＊

岡
秀
猪
氏
に
會
ス

二
時
新
橋
に
着　

壺
屋
に
て
小
憩
、
そ
れ
よ
り
明
治
屋

に
よ
り　

寉
田
氏
へ
の
祝
品
切
手
注
文
（
木
曜
會
の
名
儀
）
本
町

に
出
勤　

例
年
今
夕
の
新
年
宴
延
期
の
由

四
時
帰

夜　

明
日
の
福
引
考
案

〔
出
〕
明
治
屋
切
手　
　

５
、０
０

【
注
】
＊
福
岡
秀
猪
…
法
学
者
（
一
八
七
一
～
一
九
三
二
）。

一
月
五
日
（
木
）　

晴

〔
新
年
宴
会
〕

午
前
九
時
出
勤　

源
蔵
不
来
即
ち
途
よ
り
上
車

午
後
一
時
半　

青
山
葬
地
山＊

田
新
一
郎
氏

父
氏
葬
儀
に
會
す　

日
下
部
兄
公
に
會
し
共
に
帰
宅

三
時
よ
り
か
る
た
會　

々
者
五
十
名
斗
り
、

寉
田
、
廬
、
金
沢
、
矢
野
（
共
に
四
聯
隊
中
尉
、
金
沢
氏
は

横
田
み
よ
女
の
良
人
也
）　

十
時
散

【
注
】
＊
山
田
新
一
郎
…
内
務
官
僚
（
一
八
六
四
～
一
九
四
六
）。
称
好
塾
出
身
。

一
月
六
日
（
金
）　

晴
午
後
雨

十
時
出
勤
（
電
車
に
て
）
此
前
津
田
武
来

午
後
四
時
半　

亀
清
行　

博
文
館
新
年
宴
、
寉
田

氏
歓
迎
、
同
氏
海
戦
談
あ
り　

九
時
石
橋
氏
と
電
帰

【
一
行
あ
き
】

玉
井
へ
統
計
年
鑑
を
送
る

〔
出
〕
統
計
年
鑑　
　

２
、５
０

一
月
七
日
（
土
）　

晴

自
本
日
源
蔵
解
雇
、
前
告
新
車
夫
を
伴
ふ

日
露
戦
史
附
録
艸　
　

四
時
帰

【
一
行
あ
き
】

本
日
東
京
市
旅
順
祝
捷
會
、

〔
出
〕
勇
へ
貸　
　

５
、０
０

一
月
八
日
（
日
）　

晴

午
前
辻
氏
来　

又
西
村
来

午
後
一
寸
元
園
町
に
よ
り
父
上
と
北
村
氏
超
然
會

に
赴
く

高
砂
、
景
清
ト
モ　

小
塩
、
弱
法
師
シ
テ　

鞍
馬
天
狗

吉
例
福
引
あ
り　
　

後
七
時
前
紅
葉
館
早

稲
田
大
學
出
版
部
招
待
に
赴
く　

大
橋
坪
谷

二
氏
と
共
な
り　

十
時
帰　

別
席
鳴
雪
翁
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

連
句
な
ど

〔
出
〕
超
然
會　
　
　

、５
０

一
月
九
日
（
月
）　

晴

電
車
出
勤

午
後
二
時
帰

三
時
後
竹
内
佐
太
郎
来　

例
の
件
ほ
ゞ
決
定

柳
原
家
よ
り　

第
三
皇
孫
殿
下
御
命
名
御
祝
儀



三

交
肴
宮
中
よ
り
の
物
ヒ
贈　

即
ち
そ
れ
を
石
橋
、
竹

貫
、
西
村
、
黒
田
へ
分
配

夜
千
葉
、
押
川
来　

木
曜
會
口
演
會
の
件

〔
出
〕
麦
人
へ
白
人
會
空
也
歓
迎
會
通
知
用　
　

１
、０
０

一
月
十
日
（
火
）　

晴

朝
番
町
大
橋
氏
ニ
よ
り
武
内
桂
舟
婚
儀
の
件
に
付
き
田
代
氏

へ
交
渉
の
件
托
ス　

後
桂
舟
ニ
よ
り　

十
一
時
出
勤

午
後　

二
時
帰

三
時　

竹
内
佐
太
郎
来　

例
の
件
先
方
譲
歩
の
由

大
畧
決
之

夜　

林
、
大＊

田
来　

又
黒
田
来
狂
言
打
合

【
注
】
＊
大
田
来
…
「
大
田
」
と
「
来
」
の
間
、
一
文
字
分
空
白
あ
り
。

一
月
十
一
日
（
水
）　

晴

朝
九
時
出
勤

番
町
大
橋
氏
よ
り
電
話　

即
十
一
時
之
に
赴
き
夫
人

及
桂
舟
氏
と
婚
儀
件
打
合　

後
藤
沢
た
か
女
招
き
来

五
時
去
て　

元
園
町
ニ
赴
く　

夕
食

夜
八
時
帰
宅

一
月
十
二
日
（
木
）　

晴

欠
勤　

欠
校

午
前　

桑
田
春
風
来　

葉
書
貸

　

又
加＊

藤
正
治
氏
紹
介
遠
藤
廉
治
来
印
刷
工
場

　

へ
紹
介
依
頼

午
後
一
寸
電
話
亀
清
注
文

水＊

原
會
の
榻
艸
鹿
塩
へ
送
る

夜
画
葉
會
（
木
）　　

廬＊

来
り

　
　
　
　
　
　
　
　

う
ど
ん
あ
み
ど

【
注
】
＊
加
藤
正
治
…
法
学
者
（
一
八
七
一
～
一
九
五
二
）。　

＊
水
原
會
の
榻
艸
…
「
水

原
會
」「
榻
」
は
未
詳
。「
原
」「
榻
」
は
別
字
の
可
能
性
も
。　

＊
廬
来
り
…
他
の

字
よ
り
大
き
く
記
さ
れ
て
い
る
。

一
月
十
三
日
（
金
）　

晴

十
時
出
勤

午
後
五
時　

亀
清
行　

木
曜
會
空
也
歓
迎
會

會
者
十
七
名
、
但
し
大
町
、
久
保
田
も
来
合
す

　

十
時
皆
々
と
電
帰

一
月
十
四
日
（
土
）　

雨
夜
晴

朝
桂
舟
に
よ
る
市
松
葉
書
代
拂　

十
一
時
出
勤

　

午
後　

五
時
後　

青
年
會
に
赴
く　

製
艦
費

献
金
口
演
會
、
国
府
大
町
、
余
、（
舟
と
文
学
）

吉
水
氏
琵
琶
、
中
村
春
吉
、
及
空
也
海
戦

談　

十
時
後
帰

〔
出
〕
市
松
拂　
　

１
０
、０
０

　
　

斬
髪　
　
　
　
　

、７
５

一
月
十
五
日
（
日
）　

晴
風

午
前　

柳
原
氏　

次
で　

前
田
不
二
三
、
福
田
、
永＊

廻
来

午
後　

二
時
出
で　

都
筑
氏
を
訪　

不
在　

紅
葉
館
行

白
人
會　

空
也
氏
歓
迎
會　

々
者
十
四
名

十
時
後
帰　
（
會
費
各
四
円
、
空
也
よ
り
十
円
、
舞
踏
費

十
五
円
渡
ス
）

〔
入
〕
総
會
費　
　

５
２
、０
０

　
　

空
也　
　
　

１
０
、０
０

　
　
　
　
　
　
　
（
６＊

２
、０
０
）
預
り

〔
出
〕
紅
葉
館
拂
三
度
分　
　

２
１
、３
０

　
　

會
費　
　
　
　
　
　
　
　

４
、０
０

　
　

祝
儀　
　
　
　
　
　
　

１
５
、０
０

【
注
】
＊
永
廻
…
『
新
撰
倫
理
教
育
問
答
』（
博
文
館
、
明
治
三
十
六
年
九
月
）
の
編
者
・



四

永
廻
藤
一
郎
か
。
同
書
の
広
告
文
に
は
「
編
者
永
廻
氏
は
多
年
教
育
界
に
在
つ
て

倫
理
教
育
の
教
授
を
親
し
く
し
文
筆
又
た
之
に
従
事
せ
し
の
実
験
あ
り
」
と
あ
る
。　

＊
６
２
、０
０
…
「
５
２
、０
０
」
と
「
１
０
、０
０
」
の
合
計
で
あ
ろ
う
。
原
文
で

は
「
空
也
」
及
び
数
字
は
横
書
き
で
、「
空
也　

１
０
、０
０
」
と
「（
６
２
、０
０
）」

の
間
に
は
一
本
の
線
が
、「
６
２
、０
０
」
の
下
に
は
二
重
線
が
引
か
れ
て
い
る
。

一
月
十
六
日
（
月
）　

陰
晴

朝　

千
田
時
次
郎
来　

言
文
一
致
會
口
演
の
為
黒
岩
氏
へ

紹
介

十
時
出
勤　
　
　

亀
清
拂
七
十
一
円
〇
八
銭＊

午
後　

一
時
後
青
年
會　

実
業
子
弟
招
待
會

に
赴
く　

口
演
（
火
の
説
）　　

五
時
帰
宅

夜
鈴
木
善
太
郎
、
江
見
紹
介
中＊

村
士
徳

後
辻
氏
隠＊

岐
泰
造
を
伴
ひ
来

【
注
】
＊
銭
…
原
文
の
文
字
は
金
偏
な
し
。　

＊
中
村
士
徳
…
八
木
奘
三
郎
と
の
共
著

『
考
古
学
研
究
法
』（
春
陽
堂
、
明
治
三
十
八
年
）、
大
久
保
千
濤
と
の
共
著
『
本
邦

地
理
詳
説
』（
博
文
館
、
明
治
三
十
九
年
）
等
が
あ
る
。　

＊
隠
岐
泰
造
…
滋
賀
県

の
学
校
医
。
明
治
三
十
六
年
京
都
医
学
専
門
学
校
卒
業
、
の
ち
滋
賀
県
の
尋
常
小

学
校
、
水
口
農
林
学
校
、
水
口
中
学
校
な
ど
の
校
医
と
な
る
（
内
務
部
教
育
課
編

『
滋
賀
県
教
育
効
績
者
事
績
概
要
』（
大
正
十
年
）
に
よ
る
）。

一＊

月
十
七
日
（
火
）　

晴

十
時
出
勤

午
後
一
時
渡
部
金
秋
死
去
ニ
付
悔
み
に
赴
く　

そ
れ
よ
り

大
橋
夫
人
を
訪
ひ　

結
納
の
件
打
合　

二
時
帰
館

四
時
帰
途　

石
橋
氏
と
白
牡
丹
に
藤
沢
氏
へ

の
祝
品
指
輪
求　
　

五
時
帰

夜　

竹
内
佐
太
郎
来

〔
出
〕
武
内
へ
祝
品
割　
　

５
、０
０

　
　

渡
部
香
典　
　
　
　

２
、０
０

【
注
】
＊
一
月
十
七
日
…
こ
の
日
の
記
事
は
「
一
月
十
八
日
」
の
ペ
ー
ジ
に
記
さ
れ
て
い

る
。
同
様
に
、
一
月
十
八
日
は
「
一
月
十
九
日
」
に
、
一
月
十
九
日
は
「
一
月
十

七
日
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
一
月
十
八
日
」
と
「
一
月
十
九
日
」
の
ペ
ー
ジ
の
上

部
欄
外
に
は
「
前
」
の
字
が
、「
一
月
十
七
日
」
の
同
位
置
に
は
「
後
」
の
字
が
、

そ
れ
ぞ
れ
○
で
囲
ん
で
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
曜
日
欄
の
印
刷
文
字
も
、
そ
れ

ぞ
れ
訂
正
さ
れ
て
お
り
、「
一
月
十
七
日
」
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
日
付
の
「
七
」
が

「
九
」
と
上
書
き
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
一
ペ
ー
ジ
飛
ば
し
て
記
し
た
こ
と

に
、
後
で
気
が
つ
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
日
付
を
本
来
の
順
序
に
し
て
翻

刻
す
る
。

一
月
十
八
日
（
水
）　

晴
夜
雨

午
前
十
時
大
橋
氏
ニ
よ
り
結
納
受
取
り
赴
武
内
（
小
林
来
合
）

十
一
時
後
元
園
町
ニ
よ
り
中
食　

一
時
後
去
て
藤
沢
氏

へ
結
納
持
参
（
石
丸
氏
座
敷
に
て
）　

そ
れ
よ
り
大
岡

氏
に
赴
く　

五
時
帰
途
又　

藤
沢
ニ
よ
り
帰
る

夜
在
宿

一
月
十
九
日
（
木
）　

曇

十
時
出
勤　

途
に
華
族
幼
稚
園
に
野
口
氏
を
訪
ふ

午
後
二
時　

早
稲
田
出
勤　

開
講

夜
木
曜
會
、
後
押
川
、
天
渓
を
伴
ひ
来
る

　

十
時
後
散

一
月
二
十
日
（
金
）　

晴

九
時　

電
出
勤　
　
　

莚＊

升
招
待

午
後　

四
時
後　

明
治
座
さ
る
屋
に
赴
く　

石
橋
、
竹
貫
、
千
葉

西
村
、
生
田
、
大
岡
、
福
原
、
黒
田
、
春
生
、
小
花
ら
同
見

狂
言　

エ＊

ル
ナ
ニ
、
桜＊

太
郎
後
篇　

場
内
川
上
夫
妻

長
田
、
松
居
ら
に
會
す　

十
時
後
帰

〔
出
〕
さ
る
屋
祝
儀　
　

３
、０
０

【
注
】
＊
莚
升
招
待
…
こ
の
部
分
、
左
行
に
寄
せ
て
記
さ
れ
て
い
る
。
莚
升
は
、
市
川
莚

升
（
二
世
市
川
左
団
次
、
一
八
八
〇
～
一
九
四
〇
）。
こ
の
年
三
月
、
シ
ラ
ー
原



五

作
・
巖
谷
小
波
翻
案
『
瑞
西
義
民
伝
』（
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
テ
ル
）
が
、
莚
升
ら
に

よ
り
明
治
座
で
初
演
さ
れ
る
。
莚
升
が
左
団
次
を
襲
名
す
る
の
は
翌
三
十
九
年
。　

＊
エ
ル
ナ
ニ
…
ユ
ゴ
ー
の
韻
文
史
劇
。
一
八
三
〇
年
初
演
。
岡
本
綺
堂
『
明
治
演

劇
年
表
』
の
明
治
三
十
八
年
に
、「
一
月
、
明
治
座
に
て
ユ
ー
ゴ
ー
の
『
エ
ル
ナ

ニ
』
五
幕
を
上
演
。
松
居
松
葉
が
八
犬
伝
の
世
界
に
翻
案
し
た
る
な
り
」
と
あ
る
。　

＊
桜
太
郎
…
巖
谷
小
波
『
お
伽
芝
居
』（
博
文
館
、
大
正
元
年
）
所
収
。

一
月
二
十
一
日
（
土
）　

晴
夕
雨

九
時
後
出
勤　

中
央
公
論
艸
送

午
後
０
半　

横
濱
に
向
ふ　

お
伽
く
ら
ぶ
、
口
演

　

五
時　

横
濱
停
車
場
食
事　

帰
途
に
つ
く

　

夜　

無
事　

俳
選
な
ど

〔
入
〕
お
伽
く
ら
ぶ　
　

２
、０
０

〔
出
〕
濱
行　
　
　
　
　

２
、１
０

　
　

食
事　
　
　
　
　
　

、６
０

一
月
二
十
二
日
（
日
）　

雨
午
後
晴

午
前
在
宿

午
後
一
時
元
園
町
に
赴
く　

春
生
南
岳
と
會
し

共
に
日
本
橋
倶
楽
部　

葉
書
書
画
會
に

赴
く　

會
者
十
数
名　

岡
田
、
寉
田
、
寺

崎
、
久
保
田
ら
も
居
合　

十
時
帰

【
一
行
あ
き
】

不
在
中
大
岡
夫
人
、
竜
男
来
年
玉

〔
出
〕
書
画
會　
　

１
、０
０

一
月
二
十
三
日
（
月
）　

晴

九
時
出
勤　

少
年
原
稿
艸

四
時　

言
文
一
致
會
委
員
會
に
臨
む　

六
時
八
洲
亭

加
野
氏　

送
別
會
に
臨
む

七
時
半　

大
橋
氏
に
赴
く　

夫
人
、
谷
氏
及

武
内
氏
と
廿
五
日
の
件
打
合
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
時
帰

武
内
氏
よ
り
屏
風
被
贈

【
一
行
あ
き
】

不
在
中
青
木
亮
貫
来

〔
出
〕
押
川
へ
講
演
分　
　

１
０
、０
０

一
月
二
十
四
日
（
火
）　

晴

九
時
後
出
勤　

其
前
米
斎
紹
介
木
下
某
来
画
帖
認

　
　

世
伽
第
六
十
七
艸　

四＊

時
竹
貫
、
武
田
と
帰

【
一
行
あ
き
】

夜
鈴
木
来　

こ
れ
を
寉
田
に
紹
介
す
、
記＊

録
上
の
為

勇
、
三
一
と
散
歩　

一
閑
張
を
求
む

【
注
】
＊
四
時
竹
貫
、
武
田
と
帰
…
こ
の
箇
所
、
次
行
と
の
中
間
に
記
さ
れ
て
い
る
。　

＊
記

録
上
…
「
上
」
は
別
字
の
可
能
性
も
。

一
月
二
十
五
日
（
水
）　

晴
風

欠
席　
　

中
學
艸

午
後
辻
姉
来

二
時　

閉
塞
隊
葬
儀
を
見
る

五
時　

八
百
勘
に
赴
く　

武
内
桂
舟
藤
沢
多
嘉
子

結
婚　

余
媒
酌
、
式
後
披
露
宴
、
大
岡
、
大
橋

石
丸　

其
他
友
人
親
戚
ら　

三
十
名　

十
時
散

一
月
二
十
六
日
（
木
）　

晴
曇

午
前　

女
子
大
學
卒
業
生　

藤
原
千
代 

弘
田
、
前
川
及
長
崎

　

四
氏
来　

少
年
教
育
談　

文
學
談
等

早
稲
田
出
勤

夜
木
曜
會　
　
　

此
間
青
木
亮
貫
来

　

勇
子
を
武
内
氏
に
遣
は
す

〔
入
〕
講
演
會
費
割
戻　
　

５
、０
０



六

一
月
二
十
七
日
（
金
）　

雨
曇

九
時
出
勤

午
後　

四
時　

上
野
三
冝
亭　

白
人
會
々
者

　

十
時
帰　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
三
名

〔
出
〕
白
人
會　
　
　

１
、０
０

一
月
二
十
八
日
（
土
）　

曇

朝　

年
峰
に
よ
る　

画
料
渡
ス　

出
勤

午
後　

二
時
半　

言
文
一
致
會
總
會
に
臨
む

文
例　

編
纂
案
披
露
、　

中
井
、
石
川
、
樋
口
等
ら

演
説

五
時
後　

文
光
堂
画
葉
書
求
め　

三
十
間
堀

富
貴
亭
に
赴
く　

大
坂
武
富
氏
歓
迎

前
田
、
小
林
萬
吾
、
米
斎
、
及
び
荷
葉
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
時
後
帰

〔
入
〕
俸　
　
　
　
　

１
２
０
、０
０

　
　

女
學　
　
　
　
　

２
２
、０
０

〔
出
〕
富
貴
亭　
　
　
　
　

５
、０
０

　
　

勇　
　
　
　
　

１
０
０
、０
０

　
　

長
谷
川
祝
品
割　
　

１
、０
０

　
　

文
光
堂　
　
　
　
　
　

、８
６

一
月
二
十
九
日
（
日
）　

晴

午
前　

年
峰
次
で
永
富　

又
莚
升
来
テ
ル
閲
ス

午
後
一
時　

番
町
小
雅
堂
川
中
氏
蘇
生
會
謡

曲
會
に
赴
く　
　

夕
方
よ
り
小
宴

寺
崎
發
會
式
に
臨
む
筈
断
る

桂
舟
に
よ
る
不
在　

大
橋
夫
人
を
訪　

又
木
沢
氏

に
よ
り
（
父
上
を
診
察
の
禮
）
八
時
帰

一
月
三
十
日
（
月
）　

晴

〔
孝
明
天
皇
祭
〕

【
一
行
あ
き
】

午
前　

東
儀
来

午
後
一
時
青
梅
よ
り
大
下
、
鵜
沢
、
小
林
、
滝
沢

四
氏
来　

太
田
、
春
生
、
小
峯　

千
葉
、

年
峰
な
ど
来
會　

画
葉
會　

米
斎
及

石
橋
氏
も
一
寸
来

夕
方
皆
々
に
て
三
河
屋
食
事

一
月
三
十
一
日
（
火
）　

晴

九
時
出
勤　
　

書
状
其
他
の
雑
件

午
後
四
時
帰

夜　

生
田
来　

又　

西
村
来

〔
入
〕
文
げ
い　
　

１
０
、０
０

〔
出
〕
諸＊

拂　
　
　
　

１
、２
０

　
　
　
　
　
　
　
　

１
、２
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　

、８
０

【
注
】
＊
諸
拂
…
「
１
、２
０
」「
１
、２
５
」「
、８
０
」
を
一
括
し
て
い
る
。

二
月
一
日
（
水
）　

曇
夕
雹

九
時
出
勤

少
年
臨
時　

笑＊

山
起
艸

午
後
四
時
後
一
寸
丸
善
に
よ
り　

内
田
其
他
と
共
に
松
本
に

赴
く　

戦
時
画
報
社
招
待　

文
學
會
々
者
数
十

八
時
後
雹
を
侵
し
て
帰
る

〔
入
〕　　
　
　

３＊

５
、０
０

【
注
】
＊
笑
山
…
「
少
年
世
界
」（
明
治
三
十
八
年
二
月
十
五
日
）
掲
載
の
「
お
伽
歌
劇　

笑
ひ
山
」。　

＊
３
５
、０
０
…
入
金
元
の
記
載
な
し
。



七

二
月
二
日
（
木
）　

雪
後
晴

早
稲
田
欠
勤

少
年
臨
時
笑
ひ
山
艸
ス　

午
後
脱
稿

夜
木
曜
會
々
者
七
名

二
月
三
日
（
金
）　

晴

九
時
出
勤　
　

文
藝
小
説
起
艸

　

午
後
四
時
帰
る　

武
内
氏
に
待
合　

夕
食

　

夜
高
橋
莚
升
来　

テ
ル
演
劇
の
件

　

又
黒
田
、
西
村
来
れ
ど
も
談
ぜ
ず
し
て
去
る

二
月
四
日
（
土
）　

晴

九
時
出
勤　
　

文
、
小
説
艸
（
家＊

の
魔
）

五
時
帰

高
等
学
校
生　

島
村
盛
助
来　

文
學
談

　

西
岡
来　

報
知
入
社
の
よ
し

後　

生
田
来

〔
入
〕
神
田
佐
一
よ
り　
　

５
、０
０

　
　
　
　
　

口
演
謝
礼

〔
出
〕
勇
へ　
　
　
　
　
　

５
、０
０

【
注
】
＊
家
の
魔
…
小
説
『
家
の
魔
』
は
「
文
芸
倶
楽
部
」（
明
治
三
十
八
年
三
月
一
日
）

に
掲
載
さ
れ
た
。

二
月
五
日
（
日
）　

晴

午
前　

芹
沢
来

西
彦
夫
人
来
食
後
去　

鹿
塩
氏
来

午
後　

三
時
頃　

常＊

盤
木
倶
楽
部　

竹
馬
會
出
席

　

會
者
五
十
名
斗　

盛
會
な
り
し　

九
時
帰

【
注
】
＊
常
盤
木
倶
楽
部
…
日
本
橋
萬
町
に
あ
っ
た
。

二
月
六
日
（
月
）　

晴

九
時
出
勤　
　

日
露
戦
史
の
第
九
起
艸

午
後
四
時
後
帰
途
元
園
町
に
よ
る　

食
後
八
時
帰

　

入
浴

二
月
七
日
（
火
）　

晴

九
時
出
勤　

途
に
三
越
呉
服
店
に
春
生
祝
品
羽
裏
求
又
襟

午
後
五
時　

明
治
座
日
野
屋
よ
り
見
物

長
田
川
上
の
招
待　
　

玉
冠
、
十
時
一
幕

を
残
し
て
帰
る

〔
入
〕
書
籍
會
社　
　
　
　

２＊

、
０
０

　
　
　
　
　

唱
歌
稿
料

〔
出
〕
三
越　
　
　
　
　

１
０
、１
５

【
注
】
＊
２
、０
０
…
「
２
」
の
次
に
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
た
文
字
が
あ
り
、
仮
に
「
０
」
だ
と

す
る
と
「
２
０
、０
０
」
の
可
能
性
が
あ
る
。

二
月
八
日
（
水
）　

晴

九
時
出
勤　

戦
史
艸

午
後
四
時
帰

夜
画
葉
書

二
月
九
日
（
木
）　

陰
晴

午
前　

十
時
出
で　

日
下
部
氏
に
立
よ
り
祝
品

早
稲
田
出
勤

三
時
後
帰
途　

武
内
に
よ
り　

又
一
寸
大
橋
に

立
よ
り　

小
供
病
気
見
舞

夜
木
曜
會
画
葉
書　

題
「
金
」

　

新
聞
記
者　

前
田
来　

十
三
日
を
約
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

去
ら
し
む



八

二
月
十
日
（
金
）　

晴

九
時
出
勤　

戦
史
本
文
稿マ

マ料

五
時
後　

湖
月
に
赴
く　

金
仙
歓
迎
會

　

大
沢
文
五
郎
、
石
渡
秀
吉
氏
等
に
初
會

　

九
時
帰

〔
入
〕
中
学
分　
　
　
　

１
３
、０
０

〔
出
〕
勇
へ
保
険
料　
　

２
５
、０
０

　
　

湖
月
會
費　
　
　
　

５
、０
０

二
月
十
一
日
（
土
）　

快
晴

〔
紀
元
節
〕

木＊

曜
會

鎌
倉
行　

空
也
氏
に
被
招

午
前
八
時
半
新
橋
発　

鎌
倉
行　

空
也
氏
待
合
す

長
谷
三
橋
に
投
ず　

會
者
木
曜
會

湖
、
清
、
葵
、
嘯
、
南
、
春
、
大
、
㬢＊

、
春
浪
、
紫
、

及
米
斎
、　

若
樹
及
夾
日　

病
気
に
て
来
ら
ず

午
後
散
歩　

米
、
紫
と
玉
突
な
ど

〔
出
〕
木
會
費　
　
　

２
、０
０

【
注
】
＊
木
曜
會
鎌
倉
行
…
こ
の
行
は
二
行
分
使
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
。　

＊
㬢
…
別
字

の
可
能
性
も
。

二
月
十
二
日
（
日
）　

快
晴

午
前
散
會　

清
及
葵
と　

横
須
賀
に
向
ふ

良
長
院
に
磯
を
訪　

此
所
に
お
伽
倶
楽
部
支

部
發
會
の
為
也　

口
演
（
新
瘤
取
）
葵
山

も
一
席
演
ズ

五
時
五
分
發　

帰
京　

八
時
後
竹
芝
館

秋
聲
會　

空
也
、
竹
冷
、
砕
月
歓
迎
會

ニ
赴
く　

夜
来
風
邪
の
気
味　

十
時
後
帰

〔
出
〕
秋
聲
會　
　
　
　

１
、５
０

　
　

横
ス
カ
帰
途
費　

２
、５
０

二
月
十
三
日
（
月
）　

曇

風
邪
欠
席　

横
臥

夜
新
聞
記
者
前
田
来　

文
士
處
世
論
談
ズ

二
月
十
四
日
（
火
）　

晴

出
勤

日
露
戦
史
艸

四
時
帰　
　

夜
莚
升
及
道
具
方
来　

道
具
打
合

〔
入
〕
少
年
臨
時
笑
山　
　

６
０
、０
０

〔
出
〕
勇
へ　
　
　
　
　
　

２
０
、０
０

二
月
十
五
日
（
水
）　

晴

午
前
九
時
出
勤　
　

戦
史
稿
了

四
時
帰

夜　

原
元
蔵
来　

又　

谷
活
東
来
為
新
家
庭

家
庭
談

二
月
十
六
日
（
木
）　

晴

午
前　

戸＊

嵜
谷
来　

戸
川
紹
介
、　

文
學
志
望
青
年

十
時
元
園
町
に
よ
り　

そ
れ
よ
り
早
稲
田
出
勤

　

四
時
帰

夜
木
曜
會　

古
新
居
氏
新
来

【
注
】
＊
戸
嵜
谷
…
未
詳
。「
戸
」
は
文
字
を
消
し
て
右
欄
外
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
谷
」

も
左
側
に
抹
消
の
跡
が
あ
る
。

二
月
十
七
日
（
金
）　

晴

九
時
出
勤　

途
に
靴
を
求
（
銀
座
）

午
後
四
時
帰

夜　

瑞＊

西
義
民
傳
追
加
艸

〔
出
〕
靴　
　

７
、２
０

【
注
】
＊
瑞
西
義
民
傳
…
一
月
二
十
日
の
注
参
照
。



九

二
月
十
八
日
（
土
）　

晴

午
前
九
時
出
勤

午
後
一
時
半　

永
田
町
婦
人
教
育
會
に
赴
く　

口
演
（
女
の
気
）

園
田
孝
吉
氏
同
演　

四
時
帰

夜
文
藝
俳
句
選

島
村
盛
助
来　

文
學
談

二
月
十
九
日
（
日
）　

晴　

寒

午
前　

独
乙
協
會
生
四
名
来　

テ
ル
の
件
説
明

千
葉
、
小
野
田
元
良
を
伴
ひ
来　

又
鹿
塩
来

【
一
行
あ
き
】

午
後
二
時　

勇
、
三
一
と
元
園
町
訪
問
、
途
に
竹＊

巧
堂

に
て
棚
求
む　
　
　

勇
、
三
一
先
づ
去
る　

此
間
一
寸

日
下
部
兄
上
を
訪　

辻
氏
及
泰
造
居
合

夕
方
木
沢
氏
来
診　

*Krebs
著
明
の
由

八
時
帰

【
一
行
あ
き
】

今
朝
木
佐
同
郷
人
本
間
義
雄
来
投

〔
出
〕
棚
代　
　

２
、１
０

【
注
】
＊
竹
巧
堂
…
「
巧
」
は
重
ね
書
き
さ
れ
て
お
り
、
別
字
の
可
能
性
も
。　

＊K
rebs

…
癌
。

二
月
二
十
日
（
月
）　

雪
後
晴

九
時
出
勤　

世
伽
艸

十
二
時
前
兄
上
を
監
督
署
に
訪
ひ　

木
沢
診
断
の
件
話
す

四
時
帰
る

夜
日
下
部
兄
上
来　

夛
納
氏
本
日
診
察
に
よ
れ
は

*Leber
に
故
障
あ
り　

Krebs
に
非＊

ず
と
の
事

〔
出
〕
勇
へ　
　
　

３＊

、０
０

【
注
】
＊Leber

…
肝
臓
。　

＊
非
ず
と
の
事
…
「
と
」
の
右
に
「
べ
」
と
見
え
る
が
不

明
。　

＊
３
、０
０
…
「
３
」
は
重
ね
書
き
の
た
め
読
み
づ
ら
い
。

二
月
二
十
一
日
（
火
）　

晴

九
時
出
勤

午
後
四
時
前　

明
治
座
中
村
屋
に
莚
升
を
訪
ふ　

道
具

の
件　

注
意　
　
　
　

去
て
中
華
亭
に
赴
き　

押
川

及　

長
谷
川
を
電
話
に
て
招
き
共
食
事

七
時
後
去
て
上
野　

桜
館　

東
儀
伊
原
催
し
の

浦
島
研
究
會
に
赴
く　

清＊

元
梅
吉
及
び
岡＊

安
喜
三
郎

居
合
す　
　

九＊

時
帰

〔
出
〕
中
華　
　
　

６
、０
０

【
注
】
＊
清
元
梅
吉
…
清
元
三
味
線
方
、
二
世
。
本
名
松
原
清
吉
（
一
八
五
四
～
一
九
一

一
）。　

＊
岡
安
喜
三
郎
…
長
唄
岡
安
流
家
元
、
四
世
（
一
八
四
九
～
一
九
〇
六
）。　

＊
九
時
帰
…
次
行
と
の
間
（
罫
線
上
）
に
記
さ
れ
て
い
る
。

二
月
二
十
二
日
（
水
）　

晴

九
時
出
勤　
　

世
伽
第
六
十
八
脱
稿

午
後　

一
寸　

池＊

田
謙
斉
宅
に
福
井
氏
を
訪
ひ
父
上
診
察
依
頼

三
時
後
兄
上
を
監
督
署
に
訪
ふ　

已
去
ル　

直
に
元
園
町
に

赴
く　

夛
納
氏
来
診
、　

但
し
少
々
首
を
傾
く
体
あ
り

夕
食
後　

去
て
一
寸
兄
上
を
訪
ひ　

又
辻
氏
に
よ
り

九
時
帰　
　
　
　
　

生
田
居
合
ス

〔
入
〕
戦
史
の
九　
　

５
０
、０
０

【
注
】
＊
池
田
謙
斉
…
医
師
。
日
本
近
代
医
学
の
先
駆
者
（
一
八
四
一
～
一
九
一
八
）。

二
月
二
十
三
日
（
木
）　

晴　

朝
風

午
前
九
時
後　

生
田
の
新
居
を
訪　

谷
内
居
合

早
稲
田
出
勤　
　

四
時
帰

夜
木
曜
會　

此
際
水
谷
景
七
来
製
本



一
〇

器
械
説
明　

訳＊　

依
頼

〔
出
〕
勇
へ
箪
笥
代　
　

１
０
、０
０

【
注
】
＊
訳　

依
頼
…
翻
訳
の
依
頼
か
。

二
月
二
十
四
日
（
金
）　

晴

九
時
出
勤

午
後
四
時
帰
途
椅
子
を
見
に
行
く
不
調　

一
寸
教
育
會
に
よ
り
通

俗
教
育
會
の
件　

武
内
に
よ
る　

木
沢
よ
り
の
注
意
を＊

聞
く

夕
食
後　
　

元
園
町
立
よ
り
菊
枝
東
上
せ
り

又
登＊

代
共
な
る
よ
し　
　

九
時
帰

　

三
一
発
熱
終
夜
冷
氷

【
注
】
＊
を
聞
く
…
こ
の
部
分
、
左
の
行
に
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
影
響
で
次
行
の
「
東

上
せ
り
」
も
左
側
に
は
み
出
し
て
い
る
。　

＊
登
代
共
な
る
よ
し
…
「
代
」
と

「
共
」
の
間
に
一
文
字
見
え
る
が
、
削
除
さ
れ
た
と
見
な
す
。

二
月
二
十
五
日
（
土
）　

晴　

朝
風

九
時
出
勤　

其
前
戸
崎
暁
来　

子
息
の
件

午
後　

三
時
帰
宅

五
時
後
勇
と
三
河
屋
に
赴
く　

春＊

生
数
子
本
日
結
婚

披
露
、
列
席
者
、
母
上
（
父
上
病
中
）
日
下
部
老
人
同
夫
人

兄
公
及
夫
人
、
武
蔵
夫
人
、
美
香
、
辻
、
同
姉
、
永
田
氏
ら

十
時
帰

〔
出
〕
勇
へ　
　

２
５
、０
０

【
注
】
＊
春
生
数
子
…
和
子
（
か
ず
こ
）
の
「
和
」
を
「
数
」
と
記
し
た
か
。
和
子
は
日

下
部
鳴
鶴
の
娘
。

二
月
二
十
六
日
（
日
）　

曇　

寒

午
前　

小
川
煙
村
、
牧
野
望
東
来

午
後　

高
輪
寉
田
を
訪
ふ　

木
曜
會
贈
品
持
参　

不
在

又　

尾
崎
氏
を
訪
ひ　

二
時
芝
公
園　

福
住

に
赴
く　

白
人
會
々
者
十
四
名
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
時
帰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雪

〔
出
〕
白
人
會　
　

１
、３
０

二
月
二
十
七
日
（
月
）　

雪
雨

九
時
後
出
勤　

途
に
元
園
町
に
よ
る

午
後
四
時
帰

夜　

在
宿

〔
入
〕　
　
　
　
　
　

１＊

２
０
、０
０

　
　

文
げ
い　
　
　
　

７
２
、０
０

　
　

其
他
ニ
テ
又
生
田
、
琴
月
分
返

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
８
、２
０

　
　

早＊　
　
　
　
　
　

３
０
、０
０

〔
出
〕
勇
へ　
　
　
　

１
５
０
、０
０

　
　

元
園
町
勅
語
代　

２
０
、０
０

　
　

館　

諸
拂　
　
　
　

６＊

、５
０

　
　

紅
葉
館
拂　
　
　

４
２
、０
０

【
注
】
＊
１
２
０
、０
０
…
入
金
元
の
記
載
な
し
。　

＊
早
…
早
稲
田
の
略
記
か
。

　
　

＊
６
、５
０
…
「
５
」
の
字
は
「
６
」
を
書
き
直
し
た
か
。

二
月
二
十
八
日
（
火
）　

晴

朝
藤
田
栄
三
郎
来　

窮
迫
の
由　

十
円
貸

午
前
十
時
出
勤

午
後
五
時
館
友
ら＊

明
治
座
舞
臺
稽
古

を
見
る　
　

十
一
時
帰

〔
出
〕
藤
田
へ　
　
　
　
　
　
　

１
０
、０
０

　
　

ブ
ラ
ン　

明＊

、
座
ニ
テ　
　

１
、０
０

【
注
】
＊
ら
…
こ
の
文
字
は
不
鮮
明
で
読
み
づ
ら
い
。　

＊
明
、
座
…
明
治
座
の
略
記
。

三
月
一
日
（
水
）　

晴

九
時
出
勤　
　
　

木
菟
太
郎
艸



一
一

午
後
五
時　

明
治
座
見
物
、
新
聞
屋
連
と
會
す

　
　
　

瑞
西
義
民
傳　

及
勢
獅
子

十
時
半
帰

〔
入
〕　　
　
　
　

５＊

０
、０
０

【
注
】
＊
５
０
、０
０
…
入
金
元
の
記
載
な
し
。

三
月
二
日
（
木
）　

晴

終
日
在
宿　

早
稲
田
欠
勤

午
前　

伊
原
及　

福
原
来　

テ
ル
禮＊

午
後　
　

日
下
部
姉
上
来　

次
で
菊
枝
登
代

又
辻
姉
上
も
来　
　

五
時
皆
香
園
に
赴
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

明
日
の
事
注
文

夜
木
曜
會

〔
入
〕
黒＊

田
よ
り
返
、

【
注
】
＊
禮
…
別
字
の
可
能
性
も
。　

＊
黒
田
よ
り
返
、
…
金
額
の
記
載
な
し
。

三
月
三
日
（
金
）　

陰
晴

午
前
九
時
後
出
勤　

途
に
煙
艸
及
び
煙
艸
入
（
銀
座
）
求
む

午
後
五
時
帰
途
皆
香
園　

楽
水
會
、
余＊

幹
事

會
者
二
十
名　

十
時
半
散

木＊

菟
太
郎
艸
了

〔
出
〕
楽
會　
　
　

１
、０
０

　
　

煙
艸　
　
　

１
、５
６

　
　

同
入　
　
　

４
、０
０

　
　
　
　
　
　
　

６＊

、５
６

【
注
】
＊
余
幹
事
…
こ
の
部
分
は
次
行
に
記
さ
れ
て
い
る
。　

＊
木
菟
太
郎
艸
了
…
行
間

に
記
載
。　

＊
６
、５
６
…
合
計
を
記
す
。

三
月
四
日
（
土
）　

風
雨
夕
収

午
前
在
宿

午
後
二
時
出
勤

五
時　

明
治
座
見
物
（
猿
屋
）
よ
り　

木
曜
會
及

博
文
館
連
中
廿
名　

秋
菊
煙
村
も
来

別
席　

穂
積
博
士
一
行
に
會
す

〔
出
〕
紅
葉
館
拂

　
　
　

勇
へ
渡
ス　

４
２
、０
０

　
　

猿
屋　
　
　
　
　

８
、０
０

三
月
五
日
（
日
）　

晴

□＊

時
後
出
で　

淀
橋
柏
木
村　

大
町
氏
邸
園
遊

會
に
赴
く　

博
文
館
友
等
廿
名
斗
り

二
時
後
去
て
元
園
町
に
赴
き　

日
下
部
姉
上

菊
、
春
生
、
か
ず
、
登
代
ら
と
明
治
座
に
赴
く

勇
も
来
る　

寉
田
、
同
母
、
日
下
部
兄
公　

廬
、
北
星

辻
、
隠
岐
泰
造　

及
西
彦
夫
人
及
娘
、
孫
女
ら
（＊

猿
屋

　
　

十
時
帰

〔
出
〕
さ
る
屋
男
女　
　

２
、０
０

【
注
】
＊
□
時
…
「
□
」
の
文
字
は
判
読
困
難
（
不
明
瞭
）。　

＊
（
…
対
応
す
る
括
弧
は

見
当
た
ら
な
い
。

三
月
六
日
（
月
）　

晴

九
時
後
出
勤

午
後
四
時
帰　

車
中
矢
部
氏
に
會

夜　

岩
井
夫
人
来　

貞
子
對
芹
沢
氏
の
件

間
宮
静
霞
氏
来　

父
上
に
額
面
依
頼

三
月
七
日
（
火
）　

晴

九
時
出
勤

午
後
三
時
半
福
田
、
嶋
文
次
郎
氏
を
伴
ひ
来　

共
ニ
出
で

三
十
間
堀
米
斎
を
誘
ひ　

木
挽
町
み
ど
り
や
食
事

照
吉
、　

九
時
後
去
て　

角
田
氏
秋
声
會

十
一
時
帰　

但
し
角
田
方
ニ
テ
靴
盗
ま
る



一
二

〔
出
〕
み
とマ

マ

り
や　
　

１
１
、０
０

　
　

車
代　
　
　
　
　
　

、３
０

三
月
八
日
（
水
）　

晴

午
前
九
時
後
北
村
氏
稽
古　
　

十
一
時
出
勤

午
後
三
時　

四
番
町
林
氏
に
人
形
を
見　

去
て

坪
内
氏
に
赴
く　

朗
読
會
連
ヒ
招
、
易＊

風

會
相
談
の
件　

夕
食
ヒ
饗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
時
帰

【
注
】
＊
易
風
會
…
坪
内
逍
遥
ら
に
よ
り
、
明
治
三
十
五
年
に
発
足
し
た
朗
読
研
究
会
。

文
芸
協
会
（
明
治
三
十
九
年
発
足
）
の
前
身
。

三
月
九
日
（
木
）　

曇
晴

午
前　

武
田
桜
桃
来　

撮
影
書
斎

十
二
時　

早
稲
田
出
勤

午
後
三
時
半
坂
本
柳
川
氏
と
戸
山
原
邊
散
歩

新
宿
に
出
で
電
車　

明
治
座
に
向
ふ

さ
る
屋
に
て
早
稲
田
大
學
連
中
四
十
三
名

九
時
去
て
元
園
町
に
立
よ
る　

春
生
新
婚

披
露　

木
曜
會
小
宴

　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
一
時
帰

三
月
十
日
（
金
）　

晴

朝
北
村
氏
稽
古
、
千
手
及
鉢
木

正
午
元
園
町
食
事　

二
時
出
勤

三
時
後
武
内
に
よ
る　

尾
崎
未
亡
人
及

岡
田
に
會　

五
時
後
木
沢
に
赴
く
不
在

病
室
に
石
橋
辰
雄
の
病
を
訪
ふ　

夫
人
附
添

　

又
尾
崎
未
亡
人
に
會
す　

六
時
帰

辻
氏
居
合　

食
後
去

　
　
　
　
　
　
　

夜　

歌
劇
會
堤
氏
来

三
月
十
一
日
（
土
）　

曇

九
時
出
勤

午
後 

斬
髪
後 

築
地
活
版
所
新
築
披
露
會
に
赴
く

四
時
後　

安
田
善
三
郎
を
送
て　

新
橋
に
赴
く　

同
善
之

助
及
び
伊
臣
同
行　

後　

愛
宕
下
町
に
肱
掛
椅
子
求

五
時
紅
葉
館
行　

髙
田
、
松
平
及
青
柳
氏

支
那
行
をマ
マ

送
別
會
、
九
時
後
帰

　

不
在
中
早
稲
田
大
學
連
よ
り
観
劇
の
礼
と
し
て
呉
服

　

切
符
十
円
又
西
氏
よ
り
同
上
ト
ン
ブ
リ
及
裏
地

〔
出
〕
肱
椅
子　
　

２
４
、０
０

三
月
十
二
日
（
日
）　

晴

午
前
永
富
、　

有
楽
社
中
村
弥
二
郎
及
小
川
煙
村
来

又　

金
港
堂
石
井
松
溪
来　

久
留
島
妻
来

午
後
元
園
町
に
よ
り
皆
香
園
超
然
會
に
赴
く

　

五
十
回
紀
念
會　

千
手
シ
テ　

鉢
木
ツ
レ
（
無
本
）

独
吟
楊
貴
妃　

夜
九
時
帰

〔
出
〕
超
然
會　
　

１
、０
０

三
月
十
三
日
（
月
）　

曇
雨

九
時
後
出
勤　

勇
三
一
を
賀
古
氏
に
伴
ふ

午
後
四
時
帰

近
事
画
報
社
よ
り
奇＊

物
選
依
頼

〔
入
〕
中
学　
　

１
５
、０
０

【
注
】
＊
奇
物
選
…
「
奇
」
は
別
字
の
可
能
性
も
。

三
月
十
四
日
（
火
）　

晴　

暖

欠
勤

午
前　

歌
舞
伎
社
鈴
木
春
浦
来　

テ
ル
談

午
後
一
時
柳
原
伯
の
病
を
訪　

二
時
和
田
英
作
を
訪



一
三

病
臥　
　

三
時
後
帰　

古
宇
田
某
来　

瑞
西
女
記
者

夕
方　

竹
貫
氏
来　
　
　
　
　
　

明
治
座
見
物
の
件

夜　

小
田
原
太
郎
来　

画
葉　
　
　
　
　

即
ち
紹
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
与
ふ

〔
入
〕
中
央
公
論　
　

１
０
、０
０

〔
出
〕
勇
へ　
　
　
　

１
０
、０
０

三
月
十
五
日
（
水
）　

朝
雨
午
後
晴

九
時
後
出
勤

午
後
四
時
元
園
町
ニ
よ
り　

夕
食
後
七
時
半

清
風
亭
朗
読
會　

新
妹
背
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
一
時
帰

〔
出
〕
清
風
亭　
　
　

、４
０

三
月
十
六
日
（
木
）　

曇
夜
雨

朝
年
峰
来
ブ
ロ
マ
イ
ド
写
真
被
贈

十
一
時
半　

早
稲
田
出
勤　

提
灯
行
列
相
談
あ
り

　

帰
途
北
村
氏
け
い
こ

　

夜
木
曜
會　

画
葉　

土
、
小
川
煙
村
も
来

三
月
十
七
日
（
金
）　

曇
晴

九
時
後
出
勤

午
後
四
時　

安
田
銀
行
に
赴
き
善
三
郎
ニ
會

共
に
小
常
磐
、
長
松
伊
臣
同
席
夕
食

ヒ
饗　

九
時
帰

三
月
十
八
日
（
土
）　

曇　

寒

九
時
後
出
勤

午
後
一
時　

靖
国
社
能
楽
堂　

幼
年
護
国
會

催　

能
楽
見
物　

新
曲
資
時
、
舩
渡
聟
及

春
栄　
　
　
　

五
時
訪
廬
病
臥　

夕
食

　

十
時
帰

三
月
十
九
日
（
日
）　

晴

朝
冲
舟
来
十
一
時
冬
生
共
ニ
去
ル

河
原
崎
来　

莚
升
よ
り
の
挨
拶
つ
ゞ
れ
織
帯

副
島
及
芹
沢
来　

副
島
去
後
芹
沢
と
共
に

い
ろ
は
に
赴
く
満
員　

去
て
六
丁
目
洋
食

三
時
辻
氏
ニ
よ
り
元
園
町　

本
日
謡
會
延
期

但
し
阪
田
、
本
野
来
合　

即
ち
日
下
部
兄
上
も

来
り　

松
風
、
高
砂

夕
食
後　

九
時
帰

三
月
二
十
日
（
月
）　

曇
夜
雨

九
時
出
勤　

少
年
巻
頭
艸

午
後
四
時　

學
士
會　

白
人
會
に
赴
く　

會
者
十
二

夜
に
入
り
雨
を
侵
し
て
帰
る

〔
出
〕
白
人
會　
　

１
、３
５

三
月
二
十
一
日
（
火
）　

雪
雨
夕
晴

春
季
皇
霊
祭

午
前
十
時　

日
下
部
兄
公
を
訪
ふ　

橋
本
昨
日
来
診
、
父
、
矢
は
り

癌
疾　

五
月
警
戒
の
由
、　

十
一
時
父
上
を
訪

食
後
春
生
、
日
下
部
兄
公
ら
と
謡
曲　

三＊

時
帰

夜　

鈴
木
善
太
郎
来　

大＊

橋
光
吉
氏
方

に
赴
キ
葉
書
文
學
擔
任
の
事
決
す

【
注
】
＊
三
時
帰
…
次
行
末
尾
に
記
さ
れ
て
い
る
。　

＊
大
橋
光
吉
…
実
業
家
。
明
治
二

十
七
年
、
博
文
館
入
社
。
三
十
一
年
、
大
橋
佐
平
の
三
女
幸
子
と
結
婚
し
て
姓
を

大
橋
に
改
め
、
博
進
社
印
刷
工
場
に
勤
務
。
三
十
七
年
、
日
本
葉
書
会
を
設
立

し
、
月
刊
「
ハ
ガ
キ
文
学
」
を
創
刊
。
三
十
九
年
に
は
精
美
堂
を
創
業
。
大
正
十

四
年
に
は
、
博
文
館
印
刷
所
と
精
美
堂
を
合
併
し
て
共
同
印
刷
を
設
立
し
た
（
一

八
七
五
～
一
九
四
六
）。



一
四

三
月
二
十
二
日
（
水
）　

晴

九
時
出
勤

午
後
五
時
帰
途　

北
村
氏
稽
古　

勧
進
帳

夜　

在
宿

〔
入
〕
沙＊

河
の
巻　
　

５
０
、０
０

【
注
】
＊
沙
河
の
巻
…
巖
谷
小
波
編
『
少
年
日
露
戦
史
』「
第
拾
編
（
沙
河
の
巻
）」（
明
治

三
十
八
年
四
月
刊
）。

三
月
二
十
三
日
（
木
）　

曇

午
前　

吉
田
栄
右
来　

畧
傳
写
真
渡
お
伽
噺
英
訳
の
故
也

三
省
堂
斎
藤
耕
輔
来　

百
科
字
書
の
件
お
伽
噺
部

午
後
一
時
元
園
町
に
立
よ
り　

三
時
早
稲
田
大
學

に
赴
く　

四
時
後
よ
り
祝
捷
提
灯
行
列
會
者

五
千
余
名
、
宮
城
前
萬
歳
三
唱　

日
比
谷

公
園
に
て
散
會　

独
り　

紅
葉
館
食
事　

勇
子
北
村
氏
ミ
シ
ン
け
い
こ　
　
　

十＊

一
時
帰

隠
岐
原
稿
料
菊
に
渡
す

【
注
】
＊
十
一
時
帰
…
前
行
「
紅
葉
館
食
事
」
に
続
く
記
載
。

三
月
二
十
四
日
（
金
）　

雨

九
時
出
勤

午
後
二
時　

川
田
豊
吉
氏
を
訪
ふ
（
電
話
に
ヒ
招
話
）

五
時
帰

夜
黒
田
湖
山　

及　

久
保
田
米
斎　

時
好
依
頼

三
月
二
十
五
日
（
土
）　

曇
晴

九
時
出
勤　
　

途
に
煙
艸
求

午
後
四
時
後　

茅
場
町
艸
津
亭
奉
天
占
領

祝
捷
會　
　

博
文
館
員
及
江
見
も
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
時
帰

〔
出
〕
煙
艸　
　
　

２
、８
０

三
月
二
十
六
日
（
日
）　

晴

午
前
十＊

時
よ
り　

木
曜
會　

第
十
周
年
紀
年

空
也
初
め　

南
、
四
、
夾
、
清
、
湖
、
嘯
、
春
、
紫　

黄

春
汀
及
余
十
二
名
、　

午
後　

隣
家
に
て
撮
影

三
時
元
園
町
に
赴
く　

臨
時
超
然
會

春
生
新
婚
披
露
、　

後
酒
宴

　

小
原
御
幸
ワ
キ　

邯
鄲　

高
砂

十
時
後
帰　

父
上
上
機
嫌

【
注
】
＊
十
時
…
「
九
」
の
上
に
「
十
」
と
重
ね
書
き
し
て
い
る
。

三
月
二
十
七
日
（
月
）　

曇　

寒

九
時
後
出
勤　

桑
田
不
在
中
来　

容
堂
書
翰
幅
貸

　
　
　
　
　

七＊

軒
町

午
後
一
時
後　

第
一
高
等
女
学
校
に
赴
く　

卒
業
生

送
別
會　

口
演　

お
伽
噺
、
貞
水
軍
話

五
時　

廬
を
誘
ひ　

三
河
屋
食
事　

後
に

清
風
亭　

一
中
節
（
俗
曲
研
究
會
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
時
帰

〔
出
〕
三
河
屋　
　
　
　

１
、２
０

　
　

清
風
亭
二
人
分　
　

、８
０

　
　

エ＊

ン
チ
ヤ
ニ　
　
　

、２
０

【
注
】
＊
七
軒
町
…
行
間
に
小
さ
く
記
さ
れ
て
い
る
。
東
京
府
立
第
一
高
等
女
学
校
（
府

立
一
女
）
の
所
在
地
、
浅
草
区
七
軒
町
（
現
台
東
区
元
浅
草
）。　

＊
エ
ン
チ
ヤ
ニ

…
未
詳
。

三
月
二
十
八
日
（
火
）　

晴

九
時
出
勤

午
後
三
時
帰
途　

美
濃
常
ニ
芹
沢
祝
品
求

夜
七
時　

独
乙
公
使
館
招
か
る
、
久
保
田

文
部
大
臣　

菊
池
男　

其
他
教
育
関
係
者

内
外
四
十
名
斗　

十
時
帰



一
五

〔
出
〕
美
の
常　
　

４
、８
０

三
月
二
十
九
日
（
水
）　

曇
晴

九
時
出
勤　
　

其
前
福
田
来
即
同
行
（＊

原
稿
持
参

午
後
四
時　

北
村
氏
に
赴
く
不
在

夜
六
時
半　

竹
芝
館　

芹
沢
氏
結
婚
宴
に

招
か
る　

新
婦
岩
井
貞
子　
　

十
時
帰

〔
入
〕
早
稲
田　
　

３
０
、０
０

〔
出
〕
勇
へ　
　
　

３
０
、０
０

【
注
】
＊
（
原
稿
持
参
…
閉
じ
の
カ
ッ
コ
「
）」
な
し
。

三
月
三
十
日
（
木
）　

晴

午
前
在
宿　
　

黒
田
来

午
後　

早
稲
田
出
勤　
　

四
時
帰

竹
貫
来　

俸
給
持
参

夜　

木
曜
會
、
小
川
来

〔
入
〕　
　
　
　
　
　

１＊

２
０
、０
０

　
　

文
げ
い
選
句　
　

２
０
、０
０

〔
出
〕
勇　
　
　
　
　

１
２
０
、０
０

【
注
】
＊
１
２
０
、
０
０
…
入
金
元
の
記
載
な
し
。

三
月
三
十
一
日
（
金
）　

晴

欠
勤　
　

午
前　

生
田
来

為
時
奴　

臆
病
娘
廿
枚
艸
送
之

三
時　

元
園
町
に
赴
く　

菊
枝
へ
餞
別

一
寸
北
村
氏
け
い
こ
、
後
又
元
園
町
夕
食
後

謡
曲　

同
所
に
て　

泰
造
、
金
三
郎
に
會
す

　

八
時
後
帰
る

〔
入
〕
日
報
社
俳
選
料　
　

１
０
、０
０

〔
出
〕
五
十
回
券　
　
　
　
　

１
、５
５

　
　

タ
オ
ル
其
他　
　
　
　
　

、６
０

四
月
一
日
（
土
）　

雨

午
前
九
時
出
勤

午
後　

一
時
五
十
分
新
橋
発　

箱
根
塔
の
沢
に
向
ふ

岡
田
、
廬
、
池
田
、
加
藤　

麥
人
、
大
森
、
箕
作

大
舩
よ
り　

寉
田
同
行　
　

白
人
會
臨
時
會

夕
六
時
後　

環
翠
楼
に
入
る

夜
囲
碁
、
画
葉
書
製
な
ど　

別
室
に

坂＊

田
幹
大
氏
在

〔
入
〕　
　
　
　
　

３＊

０
、０
０

〔
出
〕
弁
当
代　
　
　

４
、０
０

　
　

車
代　
　
　
　

２
、８
０

【
注
】
＊
坂
田
幹
大
…
当
時
内
務
官
僚
だ
っ
た
坂
田
幹
太
（
一
八
七
九
～
一
九
五
八
）
か
。　

＊
３
０
、０
０
…
入
金
元
の
記
載
な
し
。

四
月
二
日
（
日
）　

曇

午
前　

俳
會
、
清
水
晴
月
来

午
後　

滝
の
前
散
歩　
　

夕
方
寉
田
、
清
水
去
る

夜
坂
田
氏
室
に
て
謡
一
番　
　

又
囲
碁

四
月
三
日
（
月
）　

雨

〔
神
武
天
皇
祭
〕

午
前
十
時　

塔
沢
発　

帰
途
に
つ
く

途
中　

久
我
と
同
車

二
時
後
新
橋
着　

加
藤
、
廬
、
及
岡
田
と
紅
葉

館
行　
　

九
時
帰

〔
出
〕
箱
根
行
一
切　
　

１
６
、０
０

四
月
四
日
（
火
）　

雨
後
晴

九
時
後
出
勤　

其
前　

牧＊

野
望
東
来



一
六

四
時
帰
途　

父
上
を
訪
ふ　

食
後　

八
時
牛
込

清
風
亭
に
向
ふ　

易
風
會
相
談
會　

坪
内

伊
原
、
池
内
氏
居
合　
　

秋
聲
會
を
断
る

【
注
】
＊
牧
野
望
東
…
俳
人
（
一
八
七
六
～
一
九
一
三
）。

四
月
五
日
（
水
）　

曇

朝
渡
邊
修
二
郎
来　

又
浅
田
妻
（
久
留
島
の
件
）
来

十
一
時
後
出
勤

午
後
四
時　

歩
帰

夜
俳
選

四
月
六
日
（
木
）　

曇
雨

午
後
九
時
後　

廬
に
よ
り
後
桂
舟
に
よ
り
木
沢
よ
り
の
潤
筆

受
取
り
、
早
稲
田
出
勤　

三
年
生
試
験
問
題

四
時
帰

夜　

木
曜
會　

土
屋
香
葉
来

四
月
七
日
（
金
）　

晴

九
時
出
勤
（
福＊

家
に
）

午
後
一
時　

水
落
を
訪
ふ
不
在　

今
日
帰
坂
の
由

　

工
科
大
學
建
築
科
展
覧
會
を
見
る

　

春
生
に
會
す　
　

帰
途
温
恭
堂
に
筆

　

求
め　

四＊

時
帰

夕
方
よ
り　

元
園
町
に
赴
キ
後　

北
村
氏

稽
古
、
途
に　

徳
田
秋
江
に
會
ス　

何＊

れ
へ
か

周
旋
依
頼
さ
る

【
注
】
＊
福
家
に
…
意
味
未
詳
。　

＊
四
時
帰
…
「
四
」
は
重
ね
書
き
の
た
め
判
読
困
難

（
あ
る
い
は
「
五
」
か
）。　

＊
何
れ
へ
か
…
「
れ
へ
」
は
判
読
困
難
。
別
字
の
可

能
性
も
。

四
月
八
日
（
土
）　

晴

九
時
出
勤

午
後
一
時　

博
進
社
新
工
場
に
よ
り　

後　

原
町
一
行
院

降
誕
會
に
臨
む　

談
話　

薔
薇
姫　

其
他

余
興
な
ど　

黒
田
、
生
田
、
西
村
及
妻
、
五
時

皆
に
て
歩
し
て
牛
込
に
至
り　

電　

帰

夜
少
年
唱
歌　

東
儀
に
送
る

〔
入
〕
画
報　
　

１
０
、０
０

〔
出
〕
煙
艸　
　
　
　

、９
６

四
月
九
日
（
日
）　

晴

午
前
土
屋
香
葉
来　
　

早
稲
田
生
鈴
木
寿
来
運
動
會
寄
附

　

日
本
の
家
庭
記
者　

沢
田
来　

原
稿
依
頼

　

西
村
来

午
後
十
二
時
半　

南
岳
を
訪
ふ　

画
葉
品
評
會

大
下
、
久
保
田
、
柳
川
、
春
生
同
席　

中
食

二
時
半
超
然
會　

安
宅　

勧
進
帳
開
き

他　

鵺
、
西
王
母
、
俊
成
忠
則　

雲
雀
山
及
西
行
桜

八
時
後
帰

〔
出
〕
超
然
會　
　
　

２
、５
０

四
月
十
日
（
月
）　

晴
曇

朝
早
稲
田
生　

中
原
来　

参
考
書
貸

九
時
後　

元
園
町
に
赴
く　

富
森
姉
上
昨
夕
上
京

　

父
上
看
護
の
為
也　
　

十
一
時
出
勤

午
後　

四
時
歩
帰

夕
方　

早
稲
田
商
科
生
溝
口
雷
太
来
昔
噺
翻
訳
の
件

木
村
来
、
昨
日
帰
京
土
産
持
参

黒
田
、
西
村
来



一
七

四
月
十
一
日
（
火
）　

晴　
（＊

暖
）

欠
勤

三
省
堂
の
為　

百
科
全
書
材
料
口
碑
お
伽
噺
の
部

ア
よ
り
ウ
ま
で
送
る

午
後　

五
時　

新
橋
花
月
に
赴
く　

三
越
招
待

元
禄
踊
見
せ
ら
る　
　

十
時
帰

　

新
聞
雑
誌
連
中

自
本
日　

土
屋
香
葉
来
宿

　

鍵
次
郎　

青
山
學
院
入
學

　

木
佐　

開
成
中
學　

夜
學
校
入
學

【
注
】
＊
（
暖
）
…
寒
暖
欄
に
印
刷
さ
れ
た
「
寒
」
の
字
を
消
し
て
い
る
。

四
月
十
二
日
（
水
）　

晴

九
時
出
勤　
　

半
休

午
後　

一
時　

竹
貫
、
木
村
氏
ら
と　

日
比
谷
公
園

散
歩　

松
本
小
憩　

三
時
後
帰

後　

勇　

三
一
と　

西
村
、
黒
田
訪
問

夜　

在
宿　

画
葉

四
月
十
三
日
（
木
）　

曇
夜
雨

欠
勤
（
早
稲
田
運
動
會
休
業
中
）

午
前　

桑
田
春
風
来　

画
葉
俳
諧
貸
す

午
後
一
時　

元
園
町
父
上
見
舞　

横
田
老
母
堂

日
下
部
老
夫
人
ら
来
合　
　

四
時
帰

夜
木
曜
會　

画
葉
題
水

内
幸
町
出
火　

黒
田
、
生
田
を
し
て
浅
田
、

勢
夛
、
長
与
都
新
聞
ら
見
舞
は
し
む

　

鈴
木
善
太
郎
来　

画
葉
貸

四
月
十
四
日
（
金
）　

雨

九
時
出
勤

午
後
二
時　

メ
ト
ロ
ポ
ー
ル
ホ
テ
ル
に
ヘ＊

ル
チ
ン
ス
キ
ー
を
訪
ふ

四
時
共
に
諏
訪
屋
に
古
画
見
、
日
本
橋
通
買
物

丸
善
に
伴
ひ　

六
時
別
ル　

富
士
見
軒

食
事
、　

桂
舟
を
訪
ひ　

八
時
半
帰

〔
出
〕
富
士
見
軒　

車
夫
共　
　

１
、９
５

【
注
】
＊
ヘ
ル
チ
ン
ス
キ
ー
…
日
本
美
術
史
家
の
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
ペ
ル
チ
ン
ス
キ
ー

か
。
四
月
二
十
一
日
の
記
に
は
、「
ヘ
」
を
「
ペ
」
と
記
載
し
て
い
る
。

四
月
十
五
日
（
土
）　

晴

九
時
出
勤

十
一
時　

歌
舞
伎
座
や
ま
と
よ
り
見
物　

同
行
水
口
、
池
田
、
東
儀
、
永
井
、
塩
沢

妹
背
山
、（
一
番
目
）
の
み
見
物　

去
て
両
国
伊
せ
平
に

新
詩
社
素
人
芝
居
見
物
（
青
年
画
家
五
幕
）

　

九
時
帰

〔
出
〕
か
ぶ
き
座　
　

２
、２
０

四
月
十
六
日
（
日
）　

晴

朝
十＊

時
半
発　

横
須
賀
お
伽
倶
楽
部
に
赴
く

黒
田
湖
山
同
行

倶
楽
部
、
良
長
院
に
於
て
開
く　

辨
士
、
磯
、
田
島

寉
田
中
監
、
黒
田　

及
余
（
久
我
夫
妻
ら
に
會
）

會
後　

米
浦
に
て
食
事　

後
□＊

口
會
俳

席
（
寉
田
方
）　

會
者
十
四
名

寉
田
方
一
泊

〔
入
〕
お
伽
く
ら
ぶ
よ
り
二
人
分　
　

６
、０
０

〔
出
〕
横
す
か
行　
　
　
　
　
　
　
　

５
、５
０

【
注
】
＊
十
時
半
…
「
十
」
は
重
ね
書
き
の
た
め
判
読
困
難
（「
九
」
の
上
に
「
十
」
と
書

い
た
か
）。　

＊
□
口
會
…
「
□
」
の
文
字
は
書
き
直
し
で
判
読
困
難
。

四
月
十
七
日
（
月
）　

雨

午
前
九
時
十
二
分　

横
須
賀
発　

帰
京　

新
橋



一
八

　

壺
屋
に
食
事
後
出
勤　

四
時
帰

夜
俳
句
製

四
月
十
八
日
（
火
）　

晴

午
前　

元
園
町
父
上
見
舞　

昨
夕
よ
り
軽
快
の
由

一
時
出
勤　
　
　
　

午
後
四
時
帰

夜　

水
谷
幻
花
、
武
田
桜
桃
、
竹
貫
ら
来

又
黒
田
来　
　

画
葉
談

【
一
行
あ
き
】

今
朝　

和
田
英
作
来　

白
人
會
句
の
件

　

又
牧
野
望
東
来　

卯＊

杖
原
稿
渡
ス

【
注
】
＊
卯
杖
…
俳
句
雑
誌
（
明
治
三
十
六
年
創
刊
）。
主
宰
は
牧
野
望
東
。

四
月
十
九
日
（
水
）　

曇　
（＊

寒
）

九
時
出
勤

十
一
時
前
ペ
ル
チ
ン
ス
キ
ー
来　

共
に
上
野
太＊

平
洋

日
本
画
、
巽＊

、
博
物
館
等
を
見　

精
養
軒

食
事　

お
成
道
散
歩　

古
画
な
ど
見　

三
越

陳
列
場
案
内　

後
別
れ
て
帰
館

四
時　

水
鳥
會
（
日
本
橋
く
ら
ぶ
）
ニ
赴
く

　

十
時
帰

〔
出
〕
精＊

軒　
　
　

１
、５
０

　
　

水
鳥　
　
　

１
、５
０

【
注
】
＊
（
寒
）
…
寒
暖
欄
に
印
刷
さ
れ
た
「
暖
」
の
字
を
消
し
、「
寒
」
の
字
を
丸
で
囲

ん
で
い
る
。
四
月
二
十
四
日
、
四
月
二
十
八
日
の
「（
寒
）」
も
同
様
。　

＊
太
平
洋

…
太
平
洋
画
会
の
展
覧
会
で
あ
ろ
う
。
太
平
洋
画
会
は
、
明
治
美
術
会
の
後
身
と
し

て
、
明
治
三
十
四
年
に
満
谷
国
四
郎
・
吉
田
博
ら
が
創
立
し
た
美
術
団
体
。　

＊
巽

…
巽
画
会
か
。
巽
画
会
は
明
治
二
十
九
年
、
日
本
画
家
の
松
本
楓
湖
ら
に
よ
っ
て
結

成
さ
れ
た
。　

＊
精
軒
…
精
養
軒
の
略
記
。

四
月
二
十
日
（
木
）　

晴
風
夜
雨

早
稲
田
欠
勤　
　

読
書

午
後
勇
を　

元
園
町
に
遣
は
す

夜
木
曜
會

四
月
二
十
一
日
（
金
）　

晴　
（＊

暖
）

九
時
出
勤　
　
　

三
越
へ
使
者
遣
は
し
時
好
分
受
取

午
後
二
時　

岡
田
来　

誘
は
れ
て　

新
富
座
新
喜

劇　

曽＊

我
の
家
一
座
見
物　

無
筆
号
外　

新
葛

葉
、
乳
兄
弟
及　

勧
進
帳

五
時
後
去
て
ホ
テ
ル
に
ぺ
ル
チ
ン
ス
キ
ー
を
誘
ひ
共
に

歌
舞
伎
座
見
物　

露
営
の
夢
、
元
禄
踊

後
銀
座
散
歩　

エ
ビ
ス
ヒマ
マ

ー
ヤ
ホ
ー
ル
に
立
よ
り

後　

勇
の
為
め
傘
求
め
帰
る　

九
時
るマ
マ

〔
入
〕
三
越
よ
り　
　
　

３
５
、０
０

〔
出
〕
芝
居　
　
　
　
　
　

２
、５
０

　
　

勇
の
傘　
　
　
　
　

５
、７
０

　
　

B

＊ay Rum

　
　
　

 　

、８
５

【
注
】
＊
（
暖
）
…
寒
暖
欄
に
印
刷
さ
れ
た
「
寒
」
の
字
を
消
し
、「
暖
」
の
字
を
丸
で
囲

ん
で
い
る
。　

＊
曽
我
の
家
一
座
…
曾
我
廼
家
五
郎
・
十
郎
一
座
。
明
治
三
十
七
年

に
大
阪
浪
花
座
に
お
い
て
、
日
露
戦
争
に
材
を
得
た
喜
劇
『
無
筆
の
号
外
』
で
好
評

を
博
し
た
。　

＊Bay Rum

…
ベ
ー
ラ
ム
（
頭
髪
用
の
香
水
）。

四
月
二
十
二
日
（
土
）　

晴＊

曇

九
時
後
出
勤　
　
　

正
午
後
丸
善
買
物
、
斬
髪

午
後
四
時
半　

清
風
亭
に
赴
く　

易
風
會

雅
劇　

稽
古
、　

坪
内
、
伊
原
、
竹
柴
ら
来
合

　

十
時
後
帰

〔
出
〕
斬
髪　
　
　
　
　
　

、７
５

　
　

勇
へ　
　
　
　

１
９
、０
０

【
注
】
＊
晴
曇
…
「
晴
」
は
欄
外
に
記
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
「
曇
晴
」
か
。



一
九

四
月
二
十
三
日
（
日
）　

晴
風

朝　

青
木
磐
雄
氏
来　
　
　

大
岡
福
原
二
少
年
来

十
一
時
前　

勇
、
三
一
、
三
四
、
大
岡　

福
原
、
つ
ね
、
山
内
ら
と

柏
木　

大
町
氏
野
遊
會
に
赴
く

三
時
半
帰
途
に
つ
き　

余
は
元
園
町
父
上

見
舞　

不
機
げ
ん
烈
し
き
方　

食
後
謡
曲

　

八
時
後
帰

四
月
二
十
四
日
（
月
）　

晴　
（＊

寒
）

九
時
出
勤　

其
前
中
原
来　

貸
せ
し
本
返
済

午
後
五
時
後　

帰
宅

夜　

伊
藤
松
宇
紹
介　

平
林
鳳
二
来
俳
短
冊
交
換

　

及
紅
葉
俳
翰
与
ふ

【
注
】
＊
（
寒
）
…
四
月
十
九
日
の
注
参
照
。

四
月
二
十
五
日
（
火
）　

晴
風

九
時
後
出
勤

大
岡
育
子　

昨
日
死
去
の
よ
し
、
即
ち
弔
慰
に
赴
く

午
後
一
時
後　

小
石
川　

元
博
進
社
、
博
文
館
印
刷

工
場
新
築
落
成
式
に
招
か
る
、
園
遊
會

此
間
石
橋
氏
ら
と
植
物
園
散
歩　

後
歩
し
て

上
野
精
養
軒
晩
餐
會
に
赴
く　

不＊

折
に
會
ス

　

九
時
帰
る

【
注
】
＊
不
折
…
洋
画
家
・
書
家
の
中
村
不
折
（
一
八
六
六
～
一
九
四
三
）。
こ
の
年
、
フ

ラ
ン
ス
留
学
か
ら
帰
国
し
、
太
平
洋
画
会
会
員
と
な
っ
た
。

四
月
二
十
六
日
（
水
）　

曇

風
邪　

欠
勤

終
日　

在
宿
読
書

夜　

寉
田
空
也
氏
来　

弾
片
稿
料
手＊

封
と
し
て
十
円
ヒ
贈

〔
入
〕
空
也
よ
り　
　

１
０
、０
０

〔
出
〕
勇
へ　
　
　
　

１
０
、０
０

【
注
】
＊
手
封
…
「
手
付
」
の
つ
も
り
か
。

四
月
二
十
七
日
（
木
）　

雨
後
曇

朝　

石
橋
氏
来

今
朝
大
岡
氏
送
葬　

黒
田
に
代
理
せ
し
む

早
稲
田　

欠
勤　
　
　
（
萬
二
郎
来
萩
其
他
苗
植
付
幟
鯉

読
書　
　
　
　
　
　
　

を
立
つ
）

夜
木
曜
會

四
月
二
十
八
日
（
金
）　

晴　
（＊

寒
）

朝　

竹
貫
来

九
時
出
勤

午
後
二
時
後
清
風
亭
に
赴
く　

俗
曲
研
究
會

及　

易
風
會　

雅
劇　

妹
山
背
山
（
画
葉
書
余

寄
附
す
）　

午
後
六
時
後
開
演

夜
十
時
帰
途　

廬
、
池
田　

塩
沢
と
明
進
軒
に

電
車
に
て
帰
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
る

【
注
】
＊
（
寒
）
…
四
月
十
九
日
の
注
参
照
。

四
月
二
十
九
日
（
土
）　

晴

九
時
出
勤　

途
に
水
入
求
（
銀
座
）

午
後
二
時
斬
髪　

お
茶
の
水
よ
り
電
車　

角
筈
衛
生
園

四
教
會
聯
合
親
睦
會
に
赴
く
、
勇
、
富
森
姉
上

を
伴
ひ
行
く
（
臨
時
少
年
の
為
め
お
伽
噺
）

四
時
後　

姉
上
と
元
園
町
に
赴
く　

父
上
四
五
日
来

快
方
な
り　

可
喜
、　

食
後
冬
生
と
囲
碁

　

九
時
半
帰
宅

〔
入
〕　
　
　
　
　

１＊

２
０
、０
０

　
　
　
　
　
　
　
　

３
０
、０
０

　
　

女
学　
　
　
　

１
０
、０
０



二
〇

〔
出
〕
勇
へ　
　
　

１
５
０
、０
０

　
　

高
階
へ　
　
　

１
０
、０
０

【
注
】
＊
１
２
０
、０
０
…
入
金
元
の
記
載
な
し
。
次
の
「
３
０
、０
０
」
も
同
様
。

四
月
三
十
日
（
日
）　

晴
風

午
前
来
訪　

筒
井
、
浅
井
禄　

及
原
元
蔵

午
後
一
時　

大
岡
氏
訪
問　

弔
句
渡　

浅
田
空
花
を

訪
ひ　

後　

竹
芝
館　

白
人
會
に
赴
く

會
者　

九
名　
　

角
田
氏
俳
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
時
散

〔
出
〕
白
人
會　
　
　

２
、４
０

―
前
号
の
訂
正
―

前
号
掲
載
の
「
巖
谷
小
波
日
記　

翻
刻
と
注
釈
―
明
治
三
十
七
年
（
十
月
～
十
二
月
）―
」

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
左
に
訂
正
し
ま
す
。

十
二
月
十
六
日　

本
文
３
行
目

【
誤
】
百
三
十
名　
【
正
】
百
三
十
余
名

十
二
月
十
九
日　

本
文
３
行
目

【
誤
】
藤
沢
つ
る
女　
【
正
】
藤
沢
た
か
女

十
二
月
二
十
一
日　

本
文
３
行
目

【
誤
】
に
よ
っ
て　
【
正
】
に
よ
り
て

十
二
月
二
十
三
日　

本
文
１
行
目

【
誤
】
市
川
葬　
【
正
】
市
川
莚
升

十
二
月
二
十
六
日　

本
文
１
行
目

【
誤
】
校
正
物　
【
正
】
校
正
場

十
二
月
二
十
六
日　

本
文
２
行
目

【
誤
】
帰
る
　【
正
】
帰

十
二
月
二
十
九
日　

本
文
３
行
目

【
誤
】
初
笑
　【
正
】
福
笑

十
二
月
二
十
九
日　
〔
入
〕
１
行
目

【
誤
】
燈
　【
正
】
給


